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答 

経
費
維
持
の
圧
縮
や
使
用
料
の
収
入
を

増
や
す
た
め
、
下
水
の
接
続
率
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問 

使
用
料
に
つ
い
て
、
農
業
集
落
排
水
の

定
額
制
を
、
公
共
下
水
と
同
様
の
従
量

制
へ
と
一
元
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答 

策
定
中
の
田
原
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
を
踏
ま
え
て
、
一
元
化
、
ま
た
、
料

金
の
見
直
し
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
す

る
。（

以
上
3
／
16
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
18

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

	

反
対
（
岡
本
重
明
）	

断
腸
の
思
い
で
、
反
対
す
る
。
地
域
の
切
望

に
よ
る
温
泉
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
域
か
ら
、
湧
出
量
14
・
5
ℓ
／
分
、
25
・
6

度
の
温
泉
活
用
案
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い

こ
と
は
腑
に
落
ち
な
い
。
本
揚
湯
設
備
が
、

今
後
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
温
泉
活
用
案
に
適

し
た
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
現

時
点
で
の
建
設
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

	

賛
成
（
内
藤　
浩
）	

新
年
度
予
算
は
、
温
泉
活
用
の
支
援
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
よ
る
市
内
消

費
の
喚
起
、
若
い
世
代
の
結
婚
後
の
経
済
的

不
安
の
軽
減
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
学
校

の
規
模
に
関
わ
ら
な
い
質
の
高
い
授
業
の
提

供
、
さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
向
上
の
対
策
が

と
ら
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
賛
成

す
る
。

議
発 

第
２
号

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の

減
額
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
	

反
対
（
平
松
昭
徳
）	

議
員
報
酬
の
額
は
、
田
原
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
決
定
す
る
。
昨

年
5
月
の
臨
時
会
で
本
条
例
が
提
出
さ
れ
た

前
後
の
状
況
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
出
さ
れ
、
議
員
と
し
て
の
活
動
が
全
く

見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ
、
議
会
活
動
も
工

夫
を
し
な
が
ら
実
施
で
き
た
こ
と
な
ど
、
議

員
活
動
の
在
り
方
も
考
慮
し
た
結
果
、
反
対

す
る
。

	

賛
成
（
小
川
貴
夫
）	

現
在
の
経
済
状
況
を
考
え
る
と
、
報
酬
減
額

を
元
に
戻
す
こ
と
は
承
認
で
き
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
対
策
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
市

内
の
状
況
は
昨
年
と
差
は
な
く
、
抜
本
的
な

景
気
回
復
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
報
酬
減
額

分
を
市
内
の
農
業
者
、
漁
業
者
、
観
光
事
業

者
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

	

反
対
（
大
竹
正
章
）	

平
松
議
員
が
述
べ
た
意
見
に
同
意
す
る
。
議

員
と
し
て
発
議
す
る
こ
と
の
重
さ
、
そ
し
て

根
拠
の
示
し
方
な
ど
、
議
発
提
案
の
根
拠
が

薄
い
と
い
う
一
点
を
も
っ
て
も
反
対
す
る
。

	

賛
成
（
岡
本
重
明
）	

議
員
と
し
て
市
民
の
苦
し
み
を
享
受
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
か
ら
報
酬
減
額
の
期
間
延
長
を

提
案
し
た
。
い
い
経
済
的
予
測
は
出
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
財
源
に
な
る
の

は
ま
だ
先
の
話
。
議
員
と
し
て
矜
持
の
念
を

も
っ
て
も
う
１
年
間
、
と
い
う
つ
も
り
で
賛

成
す
る
。

	
賛
成
（
廣
中
清
介
）	

前
回
の
減
額
も
明
確
な
根
拠
は
無
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
今
回
の
提
案
は
、
現
在
の

10
％
減
額
を
継
続
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
満

額
の
仕
事
を
し
た
上
で
の
１
割
返
上
に
意
味

が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
議
員
と
し
て
の
矜
持
。

減
額
分
が
感
染
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

議案に対する
本会議での議員の

賛成・反対の表明です

討　　論

賛否が分かれた議案
　本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
　今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論はこのページに掲載しています。
　また、その他の議案は、全会一致で可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成:反対）

18 令和３年度一般会計予算 可決
（15：2） ×◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦－

議発2 議会の議員の議員報酬及び期末手当の減額に
関する条例の一部改正

否決
（3：14） ◦× ×◦× × × ×◦× × × × × × × × －

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

岡
本
　
重
明

赤
尾
　
昌
昭

鈴
木
　
和
基

廣
中
　
清
介

古
川
　
美
栄

長
神
　
隆
士

内
藤
喜
久
枝

辻
　
　
史
子

小
川
　
貴
夫

岡
本
　
禎
稔

平
松
　
昭
徳

太
田
由
紀
夫

内
藤
　
　
浩

村
上
　
　
誠

仲
谷
　
政
弘

中
神
　
靖
典

大
竹
　
正
章

森
下
田
嘉
治


